
1.はじめに

図形の論証の授業後、ある生徒が「本当に自分だけの力で証明できナこときは、気持ちがいいです

ね」といってき九。そういうときの生徒の目は輝いている。しかし、反省してみると、教師が「と

にかく文句を言わずに覚えなさい。こういう'、うにしなさい。」ということもある。佐伯胖氏は「考

えることの教育」のなかで、次のように述べている。教育が「やらせの術」になりがちの今日、わ

連立方程式の指導にっいての一考察

たしたちはもう一度ライルのKnowing HOWがまぎれもなく知的行為であるべきことを想いうか

べておかねばならない。先生の言っ九とおりの手順に盲目的に従うのは少なくとも「知的」な行為

ではない。いま、自己教育力とか問題解決というようなことを考えていこうとするとき、まずもっ

て「やらせの術」になってはいないかどぅか自分の連立方程式の指導を通して考えてみたい。

2.研究のねらい

本研究では、次の3点にねらいを絞って行った。

①連立方程式の指導における問題点を明らかにする。

②その問題点を解決する九めの具体的な方策を考える。

③その方策の有効性を考察する。

3.研究の対象と方法

本研究は昭和6師度、本校第2学年180名を対象にしナこ連立方程式の指導で得九事例をもとに分

析する。

4.研究の結果と考察

①連立方程式の指導における問題点

これまでの自分のしてきた連立方程式の指導を振り返ってみナことき、2つのことが気にかかる

ので具体的な生徒の解答伊1で述べてみることにする。
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②連立方程式の解き方の指導が教師からの一方的なものにならないための具体的な方策

〔個人学習の場の設定〕

連立方程式の解き方で今、私力清てようとしているのは「自分が解いたことのない問題に挑戦

し、できるならば解決してしまう生徒」である。そうなる九めには生徒に場と時間を保証してや

る必要があると考え九。

そこで連立方程式の単元指導計画のなかに個人学習の場を意図的に設定してみナこ。場の回数は

5回、 1回の時間は15分から30分としナこ。時間の不足する生徒が家庭で継続して取り組めるよう

にかならず授業の後半に設定し九。そして1種類でなく別の方法でも出来ないか考えさせナこ。そ

れから個人学習探求シートはB4更紙の右半分の表と裏に同じ印刷をしナこ。そのシートを二つに

折り、中にB5の力ーボン紙をはさんで記入させナこ。授業終了時1部を提出し、もう1部はノー

乢
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A君にとっては、功口減法はーつの文字を消去するナこめの方法である。」ということでなく、「連

立方程式は加減法を使って解くものである。」ということらしい。それまでの指導を反省してみる

と、連立方程式は加減法より代入法を先に指導すべきであろうとか、加減法はこういう教材を使

うと生徒がよく分かるであろうといったことに精力を傾けてきナこ。しかしその結果どんなにすは

らしい指導がされ九としても、このA君のような生徒はあとを九たないであろう。極言するなら

ば、生徒のナこめを思い、いろいろとすることが実は生徒にとって有難迷惑になっており、生徒一

人ひとりにとって大切なものを奪って、結局「やらせの術」になっていナこ、といえるかもしれな

し、

もし、中学校では学習しない三元一次連立方程式を1つ練習問題のなかに入れたとしょう。こ

の時生徒はどのように反lt'、するであろう力、いままでの指導では、「先生、こんなのまだ教えて

もらってぃません。だからできるはずありません。」とか、意欲のある生徒ならば、「こんなのも

解いてみ九いです。はやく解き方を教えてください。」などという声がかえってきそうである。

Bさんの文章題の場合は本当によくみられる。いわゆる吟味を教師が力を入れればいれるほど

よく出てくるようにさえ思、える。文章題の指導は「いかに立式させる力U ということについては

多くの先行研究がある。しかし、この吟味についての研究はほとんどみあ九らない。

以上のことから連立方程式の指導における問題点は次のように指摘できる。

村 泰 麿

(預渉)天ト、莎,歓を 4,小 t、、勿'●.獣をJtJ北
'31-y,-P
1 川".1

(χ, X)ニ(-1,占')ミ入やめ弓"て

3'ι一;ゞ、:3から.ノ、P旭級k●,ζ、・J
'ズ!,、芳・・1 ゛、才、・吉、 g

4

.連立方程式の解き方の指導が教師からの一方的なものになっている。

・吟味することの意味を理解させていない。
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トに貼らせた。その提出され九シートに教師は目をとおしてさまざまの考えをその代表の生徒の

名前をっけて00教授式としナこ。次の時問は各々の教授徃徒)に説明させていくことにしナこ。

実際の個人学習での具体例にっいて問題Aと問題Eの2つにっいて考察してみる。

問題A

連立方程式の指導についての一考察

あるクラス(闘名)での正答総数は7兆であっナこ。文字式を利用せずに表などで求めたものが

5姻である。1つの文字を利用して成功したものが20個である。2つの文字を利用して成功し九

ものは9個であっナこ。この9個の中からいくっかを紹介してみる。便宜上、鶴X匹、亀y匹とす
る。そしてX 十y =12、 2 ×+ 4 y =38の二式を立式した後である。

鶴と亀があわせて12匹います。足の数は合論8本です。さて、

鶴と亀はそれぞれ何匹いるでしょうか。
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松井教授式は代入法に気が付くステップがよく分かる。数学教師はまずしないことである。し

かいつの文字を消去することの意味を笑いながらも生徒達はっかんでいナこ。

新宮教授式はV2倍したところもおもしろいが、筆算の形に気づかない素キトな加減法がよく表

れている。

石原教授式は代入法と加減法の中間のような方法でなかなかおもしろい。これなどはその生徒

が説明し九時にクラスで思わず R弐一う。」という感嘆の声がもれナこ。
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問題E あるキャラメル2箱とあるチ,コレート3箱で9509です。同じ

キャラメル5箱と同じチ.コレート4箱では 1,780gです。キャラ

メル1箱、チ.コレート1箱はそれぞれ何gですか。
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この問題は連立方程式の代入法、一方の式だけを数倍して解く加減法までを学習し九後に取り

組ませ九ものである。
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園山教授式
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園山教授式はそれまでの方法から5/2倍するという自然な考え方をしている。そしてやりかけ

てみて、新しい方法に気づい九ことかよく分かる。

坂上教授式は「これは代入法でしょう力、加減法でしょうか。」という教師の問いかけによって、

生徒はあらためて1つの文字を消去する九めの方法ということを意識することができた。
》

③吟味することの意味を理解させる九めの方策〔十字ノート〕

これは現実の世界と数学の世界との関係を把握させることが文章題を吟味することの意味を理

解させる九めに必要であると考えてとりいれたものである。具体的な形式とそれを使用した場合

の例をあげてみる。
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④これらの方策の有効性を九しかめる方法

①個人学習の場の有効性
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この有効性にっいては島根大学助教授の伊藤俊彦氏らによって作成され九数学の問題解決に

ナこいする態度尺度(MPSAS)(資料参照)によって調べることにし九。伊藤氏らの先行研

究によってこのMPSASの信頼性は確かめられている。さらに因子分析の結果このMPSA

Sは、次の6因子をもっことがわかっている。それは問題解決への興味・関心、問題解決への

動機づけ、問題解決への戦略、問題解決へのキ艮気強さ、問題解決への不安、問題解決への時間

である。このMPSASを個人学習をする前と後の2回実施して6つの因子がどう変化するか

みることにした。その際、全数を調べず、この単元がおわり一力月後に個人学習の問題Aの数

値をかえて、できるだけ多くの方法で解くように取り組ませ、 5つ以上の方法で解い九生徒を

上位群、 1つ以下の方法で解いた生徒を下位群としナこ。そして群ごとに調べることにした。ま

ナこ授業では扱わない三元一次連立方程式を定期テストに 1問出題し、生徒の取り組みも調べナこ。

MPSASの結果はつぎのようになっ九。ただし、この表はMPSASの負の質問項目の応

答は逆にし、 2つの群別に各因子ごとの合計得点を求めて、伊藤氏らによって標準得点化され

ナこ尺度から10段階の段階点として示したものである。上位群を^線とし、下位群をーーー線で

あらわしナこ。

連立方程式の指導についての一考察
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この結果、 2つの群はどの因子においても大きな差があることがわかる。上位群においては、

問題解決への戦略と問題解決への不安の2因子において好ましい方向への変化がみられた。す

なわち、問題解泱の場を設定することは多様な解決法を身につけた生徒(もしかし九らはじめ

から身にっけてい九生徒)にとってはある面では有効な方法といえる。ところ力圷位群の生徒

にとっては問題解決への興味・関心と問題解決への動機づけの面で問題力濃っナこ。

三元一次連立方程式への取り組みは次のようになっナこ。 1番成功率の低かったクラスの場合

妬名の中で取り組んだ生徒は17名で、その中で完全に成功しナこ生徒は7名で・ムき「S成功し九生徒

は4名であっ九。定期テストだっ九九め、時間の関係で最初から取り組めなかった生徒が多く

残念であっナこ。

②十字ノートの有効性

この有効性については、まず今回の研究では、吟味の意味を理解しているかどうかの表れを

レベル0~4まで設定することを試みることにとどめた。そしてつぎのように設定した。
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レベノレ0

レベノレ1

レベノレ2

解を求めたままでよしとしている

解を問題の文の求めナこいものに単に置き換えている

一解の集合のなかから答えとなりうる部分集合を取り出している

レベル2の部分集合から問題の文脈に照らし、答えをしぽっている

式から解は同値関係であるが立式のとき同値関係がくずれ、その九め問

題にかえって考えるという吟味の意義をつかんでいる。

レベノレ3

奥

レベノレ4

5.今後の課題

まず、個人学習では時間と場だけでは下位群の生徒には不十分であるからそれをどう解決すれは

よいか。さらに吟味にっいては連立方程式の文章題だけでなく、各単元の特質をいかした3年間の

つながり、その視点にもとづいて、各単元での文章題指導の力点を整理しておかなければならない。

まナこ、すこし取り入れている生徒自身による文章題作りの有効性についても調べてみ九い。
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